
通常疾患
・生活習慣病
・インフルエンザ
・アレルギー

等

難病
・脊髄損傷
・パーキンソン病

等

重篤疾患
・がん
・心筋症
・肝硬変

等

病 気 治療方法と特徴

バ
イ
オ
医
薬
品

医
薬
品

臓
器
移
植

・ドナーが僅少。
・免疫抑制剤の継続的な服用が必要。

治療方法なし

例：アスピリン（消炎鎮痛剤）

例：ハーセプチン（抗体・乳癌）

再
生
医
療

○ 医薬品の分野では、世界的に低分子化合物から中分子・バイオ医薬へ大きくシフトしつつある。

○ 世界人口の高齢化により医薬品需要は大幅に伸びており、日本の経済成長にとって極めて重要な分野。
今後は、重篤疾患の治療のための核酸医薬等も含めた中分子・バイオ医薬品が大幅に伸長する見込み。

化
学
薬
品

（低
分
子
）

バ
イ
オ
医
薬
品

バ
イ
オ
医
薬
品

化
学
薬
品

（
中
分
子
）

・ターゲットが特定できないた
め副作用が大きい。

・標的が定まっているため副作用が少ないが、
製造工程が特殊なため費用が高い。

・低分子化合物の探索はピークを越え、
新たな発見は困難に。

・既存薬の特許期間が相次いで終了。
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創薬分野における現状と今後の方向性指摘事項（１）について

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
写真あり（絵）、修正反映



創薬分野での天然化合物の位置づけ指摘事項（１）について

黄色ブドウ球菌

抗生物質の生産確認試験

抗生物質を含むディスク

抗生物質を含むディスクの周囲で
は、黄色ブドウ球菌の繁殖が抑
制される。

生育を
阻害さ
れた範
囲

過去26年間の薬剤開発のソースあるいは
リード化合物の割合 (1981–2006)

J. Med. Chem., 51, 2589–2599 (2008): Most cited Paper
in 2008

半分以上が天然化合物及びその誘導体、又は天然
物に関連した化合物

天然化合物は、医薬品原料やの医薬品開発の
ヒントになる。写真：wikipedia「抗生物質」

6%
28%

17%

49%
天然物

天然物誘導体

天然物骨格類似合

鵹菻嫀𣶽

世界で一番売れている薬

ロバスタチン

O

O

HO O

O

H

アトルバスタチン プラバスタチン

世界で一番売れている薬剤：
抗コ レステロール剤・ ・ ・ 元は天然化合物由

来
化合物名 商品名 メーカー 備考

ロバスタチン メバコール メルク
初めて製品化さ
れたスタチン
(1987年)

プラバスタチン メバロチン 三共 製品化は1989年

アトルバスタチン リピトール ファイザー -

天然物由来の医薬品

37

天然物骨格類似
合成化合物

天然物誘導体

天然物

商品名
世界売上
げ（$ mil., 
2005年）

由来

Atorvastatin 12,963 全合成
（←微生物産物）

Simvastatin 4,382 全合成
（←微生物産物）

Pravastatin 3,471 微生物産物

Azithromycin 2,185 半合成
（微生物産物）

docetaxel 1,906 半合成（植物成分）

Clarithromycin 1,469 半合成
（微生物産物）

Rosuvastatin 1,338 全合成
（←微生物産物）

Mycophenolate
mofetil 1,296 微生物産物

Tacrolimus 1,238 微生物産物

Amoxil/
Clavulanate 1,146 全合成

（←微生物産物）

Irinotecan 1,099 半合成（植物成分）

Ezetimibe/
simvastatin 1,012 全合成

（←微生物産物）

○ 微生物や植物等の生物が生産する天然化合物は、構造の多様性が高く、生命活動に伴って産生されるため豊富な生物活性を示
すものが多い。

○微生物からのペニシリン（抗生物質、感染症治療薬）発見（1928年）以降、製薬企業や大学等アカデミアは様々な微生物から天然化

合物を探索するようになり、多くの企業は微生物等を収集して天然化合物ライブラリーを構築した。それらライブラリーからは、スト
レプトマイシン（結核薬）等の抗生物質、メバロチン 等の高脂血症薬、タクロリムス（免疫抑制剤）、ブリオスタチン、エポチロン等の
抗がん剤、アベルメクチン（駆虫薬）、ミカファンギン（抗真菌薬）等、広範な疾患に対応した薬が生み出された。



ＩＴ創薬

次世代天然物化学技術研究組合
（ＩＴ創薬技術担当部門）

経済産業省
プロジェクトリーダー：
嶋田一夫 東京大学 教授

（参加組合員）
・アステラス製薬株式会社
・味の素株式会社
・エーザイ株式会社
・塩野義製薬株式会社
・株式会社三和化学研究所
・第一三共株式会社
・中外製薬株式会社
・東レ株式会社
・日本電子株式会社
・三井化学アグロ株式会社
・株式会社情報数理バイオ
・富士通株式会社
・株式会社京都ｺﾝｽﾃﾗ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ
・株式会社日立ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ東日本
・ヤマト科学株式会社
・（一社）バイオ産業情報化ｺﾝｿｰｼｱﾑ
・（独）産業技術総合研究所

（共同研究）
・大阪大学
・東京大学
・名古屋大学
・山梨大学

天然物化学

次世代天然物化学技術研究組合
（天然物技術担当部門）

経済産業省 プロジェクトリーダー：
新家一男
（独）産業技術総合研究所
上級主任研究員

（参加組合員）
・エーザイ株式会社
・オーピーバイオファクトリー

株式会社
・クミアイ化学工業株式会社
・合同酒精株式会社
・塩野義製薬株式会社
・第一三共RDノバーレ株式会社
・日本マイクロバイオファーマ

株式会社
・Meiji Seika ファルマ株式会社
・（一社）バイオ産業情報化コン

ソーシアム
・（独）産業技術総合研究所

（共同研究）
・北里研究所
・（独）理化学

研究所
・東京大学
・沖縄科学技術

大学院大学
学園

・東北大学
・琉球大学
・福井県立大学

技術研究組合のメンバー
指摘事項（１）について

ユーザーとなる製薬企業が参加組合員として技術研究組合に参画し研究開発を進めている
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